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主要国等の特許登録件数の推移 日本人の外国への特許登録件数の推移

出典：文部科学省

 

科学技術要覧

 

平成21年版

○ 日本は特許登録件数で主要国中第１位となっている。

○ 日本人の外国への特許登録について、米国、欧州のみでなく中国・韓国への登録も伸びている。

特許の状況

 
①
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日本における特許登録件数の推移
（登録総数と外国人による登録件数・割合）

出典：文部科学省

 

科学技術要覧

 

平成21年版

注1：

 

大学からの特許出願については、出願人に日本の大学もしくはTLOが含ま

 

れているものをカウントした。
資料：研究用特許データベースに基づき文部科学省科学技術政策研究所で集計。
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公開公報

大学からの特許出願の公開公報数の時系列変化

出典：文部科学省

 

科学技術政策研究所

 

第３期基本計画フォローアップ調査研究
「日本と主要国のインプット・アウトプット比較分析」（2008年3月）

○ 日本における特許登録について、外国人の件数はほぼ横ばいである。

○ 大学からの特許出願の公開情報数は近年著しく伸びている。

特許の状況

 
②
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教育機関（大学等）・ＴＬＯ等の国内における
特許権所有件数及びその利用率の推移

業種別の国内特許権利用率
（2008年度）

注：教育機関等の特許権所有件数は、全出願件数に占める教育機関等の出願割合から、特許登録件数に占める教育機関等の所有件数を算出
利用率は教育機関等へのアンケート調査の結果に基づいて算出されており、共有特許も含まれる

資料：特許庁

 

（平成19年度、平成20年度、平成21年度）知的財産活動調査、特許行政年次報告書（2008年度版、2009年度版）
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教育・TLO・公的研究機関・公務

卸売・小売業

その他の製造業

鉄鋼・非鉄金属製造業

石油石炭・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ・ｺﾞﾑ・窯業

化学工業

医薬品製造業

繊維・パルプ・紙製造業

食品製造業

建設業

○

 

近年の大学等における特許権所有件数は増加する一方、利用されることのない特許も増加
○

 

業種別の利用率について、他の業種と比べ大学等の特許の利用率は低い
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19.3％
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金属製品製造業

機械製造業

電気機械製造業

輸送用機械製造業

業務用機械器具製造業

情報通信業

その他の非製造業

利用率（％）

19.3％ 80.7％

大学の知的財産の利用率


	siryo4-2-6
	siryo4-2-7
	siryo4-2 45
	siryo4-2 46


